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精子球浮子の研究第2報

その水、中抵抗につい τ

小林喜一郎・高橋広捕・上.野元

〈水産繊披学赦堅)- (漁船工学教室藍) (遠洋漁業学教皇室〉

FUNDAMENTAL STUDIES ON SPHERICAL GLASS FLOA TS FOR FISHING NETS -(II) 

On Water R田istan<冶 ofGlass Floats 

Kiichrro KOBAYASHI， Hiroya TAKAHASHI and Motokazu UENO 

(Faculty of Fishぽies，Hokkaido Univl釘'sity)

F切'Ihet'ly，the authol'S me部 uredsize， weight and buoyancy of gla田 floatsof fishing net 

to obtain tte" rundam朗 taldata on them. 

Now， for the purpo舘 ofobtaining the rate of resistance of fishing floats de時:lopedin 
towing net， the autho路 measuredthe coefficient of resistance of them by the method of frl僧

fall in waぬr.

As the result of this experiment the cぽ~ficient of r.錨 istan偲 ofthem was found tobe 

larger than the value estimated when the glass floats are considered to be ideal true balls. 

F町健穂町.the rate of泊ぽ儲，seば resistan回 ofglass floats covered by shel ter-ropes w国
加 proportionto diameter of 他国eshelter-ro開s.

トローJレ，底曳網等の水中抵抗については，多くの研ヲt(りがあるが，共等の抵抗中に占める硝子球
浮子の割合を知るための基礎実験を行ヲたυ 硝子球浮子には遍当な保護網をかぶせて使用ナるから，

硝子球のみの抵抗よりもはるかに犬きい抵抗を生ヂる。従ヲてこの保護網〈綿糸，トワイシ，縄痔〉

による抵抗増加の状態をも併せて実験した。

1.実験の理論

質量mなるま索状休が水中を自由落下ナる場合には，レーノル下数が約2500明以上の状態に於ては，

抵抗は速度の略2乗に比例ナると考えてよいから，女式が成立ナる。

d2h pl 1. 
m dt' =mg一mgγ-22EPFsvz 

こl~こ

h :落下高 cm;

ρ:落体の符度 grJcm勺

s 落体の時商面積 cm2

〆:水の符度 grjcm雪

k:落体の抵抗係数

v 落下速度 cmJ:鉛 C
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Table 1. Results of experim.ent (water temp. 170C) 
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こ Lに mg一mgp一時休の水中時であるから ，これを Mgとナれば
d'h 可

m ~ l'; =M耳-ikpfsv 
こ Lで gg=ピ kピE=U

2m 

と:tsけは'
d'h 。
dI' =gー μV'

この式は積分出来て

v=J子tanhω~glt)ω  

h=十lo.5coshω疋 t) ー (3)

b， tを測定ナることによ り， く3)式より kが計

算出来る J ところが実際実験してみると，予存f本は予存

下後fiHもなく一定速度(絡速度〉となる J 従って(1)

式の1e辺を Oとして，総速度をVoとすれば

Vn=J型 E
v〆kS
12M!! 

h =V"t=./一一旦
V p'kS 
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Fig. :1. Glass float and its shelter net 
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Fig. 3. Relation between diameter of 

rope刷?

2M庁舎雪
これより k==えh.......・ (め
となって挺抗係数kが詩算出来る O

2.実験と共の結果

踊子球に孔をあけ，とれに7](を入れ，その量を変

えて，球の水中重量を種k に加減し， Fig.lに示す

如き，水深1米，幅1米の水械の中央で同由落下せ

しめた。球は落下の直後では加速度があるから，落

下後30乃至40cm落ちたところから，糟底に建ナる

までの時間をストップウオッチで測定した。

7](中m量は槙ーキ干秤で測定したコ実験に用ひた晶子
球の種類，実験値より計算したるkの11宣等を Table

1に示ナ。女にこの硝子球に， Fig.2及び Table1 

に併記したる如き保護網をかぶせて同様の実験を繰

返えしたコその結果のkの値も同様Tab!e1に併記

した〉こ Lで保護網による抵抗増加がどの様になっ

ているかをみるために，その抵抗増加割合?と・保

護網に用ひたロープ，縄等の直径との関係をプロッ

トナるとFig.3の如く略直線;的関係になることを確

めた。

3.要 約

i) 硝子球浮子の抵抗保数は理論的球と考えた場合のf臥0.4、o5)例よりも大きい。これは硝子球
洋子が真球でなく，歪んだ球となっているからである。

ii) 2寸7分から 6寸までの硝子球の抵抗係数は略一様な値0.74であるが， 8寸 1尺球ではζれ

よりも大きいJ これは歪度が大きいのとνーノルド数が大きいためである O

iii)保護網をかぶせた時は抵抗係数が増加ナる O その増加割合は，保護網に用いたロープ類の直径
に略比例ナる。

終りに，本実験に対して種k御援助を賜ワた川崎，斎j熔両教授に深訪'jナリ
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